
 ２０１６年３月テレビで取り上げられ日本全国のゲームセンターで真似される程の大人気になり、日本クレーン
ゲーム協会主催の『クレーンゲームプライズアワード２０１６』において、人気アニメのフィギュアなど多数あるなか、 

全てのクレーンゲームの景品を抑え、第１位を獲得し、宝石業界とアミューズメント業界で話題になった、本物の宝
石が獲れるクレーンゲーム「宝石キャッチャー」を誕生させた株式会社東洋（本社：埼玉県北本市/代表取締役 中

村秀夫）の、天沼慎五（営業部統括マネージャー）は、２０１７年３月１６日に初めて開催された、宝石総合科学研究
所（福岡県/代表  藤森祥平）主催の、宝石鑑定査定士のダイヤモンド上級試験に、日本で初となる合格者になりま
した。 
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ブランド品買取 埼玉県地域No.1 

～延べ400人受講してたった１人の合格者～ 

 リサイクル業界では、買取店やリサイクルショップの買取担当
者は「鑑定士」や「査定士」など呼ばれることがありますが、中古
宝飾品の買取・販売は、各会社・店舗によって独自に設けられ
た基準に沿って価格が決められていることが多く、その差額が
各会社や店舗で大きく異なるケースがあります。 また、近年では

偽物や合成石、類似石も巧妙かつ高度な手口が使われ、中古
宝飾品の市場価値まで見極める資格はありませんでした。  
 

 宝石鑑定査定士とは、宝石の知識に関する資格で、宝石総合
科学研究所、日本マテリアル株式会社（本社：東京都）、株式会
社リユース（本社：福岡県）の、３社共同で、全国三都市（東京・
大阪・福岡）で実施されている、中古宝飾品の商品価値、市場価
値を適正かつ正確に見極める専門家のみに認定される資格試
験です。 
 

 研修や試験は、ダイヤモンド・ルビー・サファイア・エメラルドな
ど宝石ごとにあり、それぞれ、初級・中級・上級に分かれており、
研修の内容は、主に宝石の真贋（天然・合成・類似・模造・処理
などの見極め）で、中でも一番難しく、合格率が低いのが、ダイ
ヤモンド上級試験と言われております。２０１７年３月末までに、
延べ約４００人の方が宝石鑑定査定士の研修を受講していると
のこと。 

↑今回、宝石鑑定査定士 (ダイヤモンド上級)に 
 日本で初めて合格した 天沼慎五 

↑宝石鑑定査定士ダイヤモンド上級コース内容 
 （※宝石総合科学研究所 HPより） 

宝石鑑定査定士とは・・・？ 

業界初!! 
ダイヤモンド上級試験          合格の 
（※実際の専門的な鑑別機関で活躍できるレベル） 

（宝石総合科学研究所 主催） 

宝石鑑定査定士が誕生!! 
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 今でこそ、宝石リサイクル業界に身をおいておりますが、元々は、
ＢＯＯＫＯＦＦで、本やＣＤ、ゲームなどを中心に、リサイクル業界に
６年間勤めておりました。当時から右肩上がりで勢いのあったリサ
イクル業界ではありますが、新品の本や、ＣＤ、ゲームなどの売上
が伸びていないことに、その分野での中古市場の未来を危ぶみ、
同じリサイクルでも未来のある宝石リサイクル（リジュエリー）業界
へ転職。 ２００８年８月に、埼玉県上尾市に『エブリデイゴールド
ラッシュ』１号店を店長としてオープン。その後、宝飾の勉強を続け
ながら、店舗数を増やし、当初は、１年で３００万円程しかなかった
リサイクルジュエリーでの売上げを、２０１５年度は１億円を超える
数字にまで伸ばしました。（右の表参照） 
 

 まだ当社にリサイクル部門の店舗が１店舗しかなかった２００８年
に開かれた部門を越えた全社会議の際、ゲームセンター部門へ
『天然石をクレーンゲームの景品にする』というアイデアを提案する
も、宝飾に関する知識もそこまでなく、宝石の集まりも少なかった為、
却下される。その後、７年間、宝飾の勉強を続け、通常リサイクル
ショップが値段を極力付けない色石にまで値段を付けられるように
なり、１万点を越える天然石を集めることに成功し、２０１５年の１２
月に、満を持して、当社の運営するゲームセンター『世界一のゲー
ムセンター エブリデイ』にて、【宝石キャッチャー】を誕生させました。 
 

 ２０１７年１月には、テレビ東京の朝のニュース番組で、ジュエリー
の商談展、国際宝飾展（東京）に初出展する様子を密着取材を受
ける。２０１７年５月中旬には、更なる販路開拓を求め、西日本最大
級のジュエリーの商談展、国際宝飾展（神戸）にも初めて挑戦する。
本人曰く、『来年には、世界（香港ジュエリーショー）進出への挑戦も
視野に入れている。』とのこと。 

↑ダイヤモンドを査定する天沼慎五 

≪天沼  慎五  について≫ 

大人気の【宝石キャッチャー】とは・・・？  

 天沼慎五を語るうえで、切っても切り離せないのが【宝石キャッ
チャー】です。当社では、買取ったジュエリーを極力、元々の販
売当時の美しい状態にまで戻し、リサイクルジュエリーとして販
売を行っていますが、それでも状態が悪化しすぎてしまった物や、
デザインが古く今のリサイクル流行には程遠い物は売れません。
しかし資源には限りがある為、リサイクルは必要で、金やプラチ
ナなどの地金は溶かして新たに使い、付いていたダイヤなどの
鉱石だけが残ります。その残った石をクレーンゲームの景品に
したものが宝石キャッチャーです。宝石鑑定査定士がチェックし
た本物の宝石が100円で獲れるだけでなく、ビーズの砂の中に
埋められた宝石を獲るのが、『宝探しの感覚』で楽しいというのも 
大人気になった理由です。 
 

← ２０１６年３月 
 ＴＶ番組で 
 取り上げられ 
 全国のゲーム 
 センターに 
 真似される 

→ クレーンゲーム
プライズアワード 

２０１６で、『宝石
キャッチャー』が 
第１位を受賞。 
 

２０１６年１２月、表
彰された際の写真。 
 


